
配布資料 新潟市 

 

市長記者会見 

 

期 日  令和７年１月１６日（木） 

時 間  午前１０時～  （市政記者会） 

     午後 1 時３０分～（新市政記者会） 

場 所  対策室２・３ 

 

発表内容 

 

１ バスでおでかけキャンペーン第２弾の開催について 

（都市交通政策課） 

 

２ 巻駅のバリアフリー化等に向けた基本協定の締結について 

            （道路計画課） 

 

３ 潟シンポジウム 2025 について 

（環境政策課） 



 
 

 

 

 

  

 

「バスでおでかけキャンペーン（第２弾）」の開催概要 
 

１ 目的 

新潟市と新潟交通㈱が締結した連携協定に基づき、両者で取り組む施策の展開に向

けて、バス利用データをもとにしたより詳細な分析を行うため、データの提供にご協

力いただける方「バス交通サポーター」になっていただくことを目的として、「バスで

おでかけキャンペーン（第２弾）」を開催します。 

 

２ 実施内容 

・新潟交通アプリ「りゅーと Link」で利用者情報を提供頂いた方に無料 1日乗車券 

を発行し、当日、上記対象路線で何度でもご利用頂けます。 

 

３ 実施日 

・令和７年３月２０日（祝日） ※始発バスから最終バスまで 

 

４ 対象者 

・「りゅーと Link」で交通系 ICカード番号を含む利用者情報の提供に同意いただい 

た方 

 

５ 対象路線 

・新潟市内で運行しているバス（路線バス、区バス、住民バス）が対象。 
※県内県外高速バス、空港リムジンバス、新潟市観光循環バス、 
佐渡汽船・新潟空港ミニライナー、新潟空港・瀬波温泉ミニライナー、 
月岡温泉シャトルバス などは除く。 

※土曜・日曜運休の路線は除く。 
 

６ 乗車方法 

 
・「りゅーと Link」をダウンロードして利用者情報を登録していただきます。 

・キャンペーンに申し込みいただいた方に、無料１日乗車券を発行します。 

・当日は、降車時に無料 1 日乗車券の画面を運転士に提示していただきます。 

 （乗降の際に、IC カードのタッチは不要） 

「りゅーとLink」で
利用者情報登録

無料１日乗車券発行
降車の際、画面提示して

バスを利用
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７ その他 

  ・アプリでのお申し込みの開始は、３月上旬を予定しています。「りゅーと Link」ア

プリにて、交通系 IC カード番号を含む利用者情報を登録した上で、申し込みをお

願いします。申し込み方法など、詳細が決まり次第、お知らせいたします。 

  ・当日は、バスが混雑し乗り切れない場合もありますので、お時間に余裕をもって 

バスをご利用ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新潟交通アプリ「りゅーと Link」概要抜粋】 

 

・概  要 

公共交通利用と地域での消費活動の好循環を生み出し、地

域活性化を実現するため、交通事業者アプリ「りゅーと Link」

で、利用者が楽しくポイントを貯めることができます。 

一定の回数以上、バス・シェアサイクル利用があった場合、

ポイントが付与されます。 

利用者が貯めたポイントは、りゅーとポイントならびに新

潟交通が運営する商業施設で利用できる商品券と交換ができ

ます。 

・アプリの運用開始  令和６年１２月２日～ 

（「バスでおでかけキャンペーン（第２弾）」でこのアプリ

を活用する予定） 

 

 
 

【問い合わせ】 

都市政策部都市交通政策課長 野坂 

TEL：025-226-2723 

FAX：025-229-5150 

 
※アプリ画面表示例 



利用者の利便性を 最大化するために 、

日常でよく 使う サービ スを つなぎ合わせて

個々人に合っ たサービ スを 提供するアプリ ケーショ ン で す。

り ゅーと Li n k と 連携し 、利用者の移動行動に合わせて

目的地で のパーソ ナラ イズさ れた

サービ スの提供を目指し ます。

“バス移動 ×ショ ッピング ×ポイ活⁉ ”

新潟交通の

新アプリ がリリ ース！

アプリ で お得！

毎日のバス利用で

キャン ペーン 応募！ポイント や

商品券を ゲット し よう！

貯めたポイント は

「 り ゅーと ICポイント 」 や

「 BP商品券」 に交換できます！

ビ ルボード プ レ イスの

お買い物でも

ポイント が貯まります！

運営会社 新潟交通株式会社  新潟県新潟市中央区万代 1-6-1
り ゅーと Link

特設サイト はこちら !

※本企画は『 国土交通省共創・ MaaS実証プロジェクト 』 事業を活用しております。

実証期間： 2024年12月2日~ 2025年2月28日



Ser vice

り ゅーと Li nkで できること

バス利用に合わせておト ク な

キャンペーンへ応募できる！

キャンペーン一覧から 、自分に合ったキャンペーンを探して、

応募ボタ ンをタップし よう 。日々のバス乗降データ や、

ビルボード プレイスでのお買い物で、応募条件を 達成。

ポイント や商品券が当たるかも！？キャンペーン続々更新中！

デジタ ル１ 日乗車券を 購入して

バス乗車をより おト ク に！

りゅーと Link購入タブにて、一日乗車券を購入できます。

期間限定で、割引価格で 乗車券の販売を実施します。お見逃し なく ！

ポイント が貯まる 使えるりゅーと Link！

まずは無料でダウンロード ！

りゅーと Linkでは、バス利用やお買い物でポイント を貯めてお得な特典が手に入ります。

【 販売（ 利用） 期間】  2024年12月02日～2025年2月28日

【  有  効  期  限 】  利用期間中いずれか1日限り

【  支  払  方  法 】  ネット（ クレジット カード ） 決済サービスのみ

お得なキャンペーンの他に、サービス連携でポイント が獲得

できます。環境行動アプリ やシェアサイクルと 連携して、お

得な特典を受け取ろう 。環境アプリと 連携して、バス利用や

普段の日常生活で、ど れだけ環境保護に貢献しているかを

可視化＆ポイント ゲット 。地球に優しい移動手段を応援しま

す。サービスをつないで、よりお得にバス生活を楽しもう！

貯まったポイント は、以下の

交換先で利用できます。

●りゅーと ICポイント

　 1000ポイント

●BP商品券

　 1000円分

サービ ス 連携機能について

専用のQRコード をりゅーとLinkで読み込みポイント を獲得！ビルボード プレイス（ BP） でのお

買い物時に、店舗に設置されたQRコード を読み取ることでポイント をゲット！

QRコード 設置店舗はアプリ内で確認可能です。

・ 一部の店舗ではQRコード が設置されていない場合があります。

　 (りゅーとLinkに掲載されている店舗のみ、QRコード が設置されています)

・ QRコード の読み込みは1店舗につき1日1回までです。

ビ ルボード プ レ イス  QRコ ード 設置について

ポイント の使い方

注意事項



                          
 
 
 
 
○ 協定の目的  

このたび本市では、巻駅周辺のバリアフリー化や交通結節点の機能強化
等を目的に巻駅周辺整備事業に関する基本協定を締結しました。 

 
○ 協定の概要 

協定名：越後線巻駅周辺整備事業に伴う基本協定 
協定先：東日本旅客鉄道株式会社 
締結日：令和７年１月１５日（水曜） 
内 容：駅前広場整備及び東西自由通路の新設等に関する協議の基本的な

事項を定めたもの 
 
○ 現時点における巻駅周辺整備事業の内容 

①西口駅前広場に送迎スペースやバス・タクシー用のロータリー等を整備 
②東西自由通路の整備と併せて東口にも改札を設置 
 
西口広場計画（案） 

面積 約 4,900 ㎡、一般車乗降場＋短時間停車場 約 30 台、 
駐輪場 約 360 台(東口含む)、バス乗降場、タクシー乗降場、 
バリアフリートイレ 1 箇所 

 
○ その他 

自由通路および駅舎の外観は、今後、複数のデザイン案について、駅利
用者や地域の方々へのアンケート等によりご意見を頂き、決定する予定で
す。 

 
  【お問い合わせ先】 

新潟市 土木部 道路計画課長 加治 
電話０２５−２２６−３０３４(直通) 
 

令和７年１月１６日 
新潟市記者発表資料 

配 布 資 料 新潟市 

巻駅のバリアフリー化等に向けた基本協定を締結 



潟（かた）シンポジウム２０２５の開催について 
 
１.趣 旨 

ラムサール条約の湿地自治体認証を本市の都市ブランドとして活用し、潟などの湿地の

魅力を市内外の多くの人に知ってもらうとともに、地域における湿地の保全や賢明な利用

の促進を図るため、「国際湿地都市ＮＩＩＧＡＴＡ のこれからを”デザイン”する」をテ

ーマとしたシンポジウムを開催する。 
 

２．主 催 

 新潟市、新潟市里潟研究ネットワーク会議 
 
３．開催日時 

  令和 7年 2 月 9 日（日） 午後 1 時 30 分 ～ 午後 4 時 30 分 
 
４．会 場 

  新潟県民会館 小ホール（中央区一番堀通町 3-13） 
 
５．プログラム概要 

（１）基調講演 

  講師 佐々木 葉
よう

 氏（早稲田大学理工学術院教授、 

                  （公社）土木学会会長） 
 
（２）「国際湿地都市ＮＩＩＧＡＴＡ」ロゴマーク発表 

   【デザインコンセプト等説明】 

松浦 柊太朗 氏（株式会社Ｕ・ＳＴＹＬＥ ディレクター） 
 
（３）「新潟市里潟ガイド」認定証の授与 

    今年度から本市の潟の歴史や魅力・見どころなどを案内する「新潟市里潟ガイド」

の育成講座を開始し、今回が初の認定。 
 
（４）パネルディスカッション 

   コーディネーター 

    ・遠藤 麻理 さん  （ラジオパーソナリティ、フリーアナウンサー） 

   パネリスト 

    ・佐々木 葉
よう

 氏  （早稲田大学理工学術院教授、（公社）土木学会会長） 

    ・澤口 晋一 氏  （新潟国際情報大学教授、新潟市里潟研究ﾈｯﾄﾜｰｸ会議座長） 

    ・松浦 柊太朗 氏 （株式会社Ｕ・ＳＴＹＬＥ ディレクター） 

    ・若尾 明弘 氏  （特定非営利活動法人新潟湿地都市研究所 理事長） 

 

６．申し込み 

 定員   先着２５０名【入場無料】 

 方法   ①新潟市ホームページ（右） 

②新潟市役所コールセンターにて受付 

電話 025-243-4894（受付時間 8:00～21:00（年中無休）） 

  申込開始 1月23日（木）から 

令和７年１月１６日 

新潟市記者発表資料 

配 布 資 料 新潟市 

【お問い合わせ先】 
 新潟市環境政策課長  小泉 

電話０２５－２２６－１３５６(直通) 

佐々木 葉
よう

 氏 



「 国際湿地都市NIIGATA」の

 こ れから を ”デザイン ”する  
新潟市には、潟を はじ めと する 豊かな湿地環境があり 、湿地を と おし て人と 自然が共生し てき ま

し た。ラ ムサール条約の湿地自治体認証によ り 世界に認めら れた新潟市の、都市と 湿地・ 自然と の

関わり 方のデザイ ン を と おし て 、”国際湿地都市N I I G ATA ”の将来を 展望し て みま し ょ う 。

か た

潟シ ン ポジ ウム 2 0 2 5
かた

第4 部 パネルディ スカ ッ ショ ン

講　 師： 佐々木 葉 氏

（ 早稲田大学理工学術院教授）

テーマ： 越後平野の風景デザイ ン

よ う

コ ーディ ネータ ー： 遠藤 麻理 さ ん

（ ラ ジオパーソ ナリ ティ ／フ リ ーアナウンサー）

「 国際湿地都市N IIGATA」の

こ れから を”デザイ ン”する

第2 部 「 国際湿地都市N IIG ATA」

　 　 　  ロゴマーク 発表

第3 部 「 新潟市里潟ガイ ド 」

　 　 　  認定証の授与

【 プログラ ム】 第1 部 基調講演

【 主 催】 新潟市、新潟市里潟研究ネッ ト ワーク 会議  【 問い合わせ】 新潟市環境政策課 TEL： 0 2 5 -2 2 6 -13 5 9

2 月9 日
【 会 場】   新潟県民会館 小ホール（ 新潟市中央区一番堀通町3 -1 3 ） 

　 　 　 　 　   ※お越し の際はでき る だけ公共交通機関を ご利用く ださ い。

1 3： 3 0 ～1 6： 3 0
（ 受付1 2： 3 0 ～）

方 法／❶ 二次元コ ード で　 新潟市ホームページ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   「 かんたん申込み」

　 　 　  ❷ 電話で　 　 　 　 　 新潟市役所コ ールセンタ ー

                              TEL： 0 2 5 -2 4 3 -4 8 9 4

申込開始／1 月2 3 日( 木)  ［ 電話受付時間は8： 0 0 ～2 1： 0 0 ／年中無休］

2 0 2 5 年

【 日 時】
日

入場無料【 申込方法等】 定 員／ 先着2 5 0 名



新潟市 潟のデジタ ル博物館
N iig a ta  City W etland  D ig ita l M useum

h ttp s://w w w .n iig a ta -sa to k a ta .co m /

【 デザイ ンコ ンセプト 等説明】 

松浦 柊太朗 氏 
（ 株式会社U・ STYLE ディ レク タ ー）

景観論・ イ ン フ ラ のデザイ ン を 中心に研究。共著書に「 土木デザイ ン －ひと・ まち・ 自然を つなぐ 仕事」「 ゼロ から 学ぶ

土木の基本-景観と デザイ ン 」「 風景と ロ ーカ ルガバナン ス」など。水に関わる 広義のイ ン フ ラ に注目し た地域まち づ

く り に関心があり 、福島潟も 重要な研究のフ ィ ールド と し ている 。

　 鳥屋野潟を 中心と し た新潟の地域ブラ ン ディ ン グ

に取り 組む。「 潟ボーイ ’s」シリ ーズの企画制作、潟マ

ルシェ など 、デザイ ン を 通し た地域の魅力創出に向

け、様々な場と 機会で取組みを 進める 。公募によ り 今

回発表と な る「 国際湿地都市N IIG ATA 」のデザイ ン

を 手掛ける。

【 パネリ スト 】 澤口 晋一 氏 
（ 新潟国際情報大学教授／

 新潟市里潟研究ネッ ト ワーク 座長）

【 パネリ スト 】 松浦 柊太朗 氏 

　 専門は自然地理学（ 地形）。も と も と

北極や高山など の地形研究を 専門と し

て いたが、７ 年ほど 前から 砂丘と 潟が

研究の中心と なっ ている 。

 ～「 国際湿地都市N IIG ATA」ロゴマーク と は～

　 国内で初めてラ ムサール条約の湿地自治体認証を 受

けた新潟市を 、都市と 自然が共生する「 国際湿地都市

N IIG ATA」と し てPRする ため、作成する も のです。公募

によ り 、株式会社U・ STYLEさ んがデザイ ン を 手掛けま

し た。

　 湿地の保全活動やイ ベン ト 、市内の特産品・ サービ ス

など、さ まざまな場面での活用を 期待し ています。

 ～「 新潟市里潟ガイ ド 」と は～

　 新潟市内の里潟の魅力（ 歴史や見どこ ろ 、地域住民と の関わり 、自然環境、体

験プ ロ グラ ム）について、体系的に案内する ガイ ド です。育成講座を 修了し た

方を新潟市が認定し ます。令和6 年に開設し 、8 月～1 2 月にかけて全5 回の講座

を 行いまし た。

　 今回のシンポジウムでは、記念すべき 第1 回の認定を行います。

【 コ ーディ ネータ ー】

遠藤 麻理 さ ん （ ラ ジオパーソ ナリ ティ /フ リ ーアナウンサー）

　 BSN ラ ジオ「 四畳半スタ ジオ」（ 毎週月曜日～木曜日 1 4： 0 0 ～1 8： 0 0 ）パーソ ナリ ティ 。エッ セイ 連載に新潟日報

「 遠藤麻理のなんと かなる  なる よ う になる  なんと でも なる 」（ 第2・ 4 水曜）、著書にこ の連載を まと めた「 な～る  な

～る  な～る 」。前 水の駅「 ビ ュ ー福島潟」名誉館長。

【 パネリ スト 】 若尾 明弘 氏 
（（ 特非）新潟湿地都市研究所理事長／

  エヌ シーイ ー㈱取締役）

　 平成７ 年秋、転勤で来県。ビ ルの谷間から 見

たハク チョ ウの姿と 角田山から 俯瞰し たパッ

チ状の田園風景に感動。以降、新潟の湿地を ま

ち の活性化に繋げたいと 考えている 。

こ のシンポジウムは、毎年2 月2 日の国連デー

「 世界湿地の日」のイ ベント と し て開催し ます

第 1 部
基調講演

第 2 部
「 国際湿地都市N IIGATA」ロゴマーク 発表

第 3 部
「 新潟市里潟ガイ ド 」認定証の授与

第 4 部
パネルディ スカ ッ ショ ン

【 講師】

佐々木 葉 氏 （ 早稲田大学理工学術院教授／（ 公社）土木学会第112代会長／（ 特非）郡上八幡水の学校副理事長）

よ う

【 パネリ スト 】 佐々木 葉 氏 
よ う

https://www.niigata-satokata.com/

